
１　ＰＬＡＮ（目的・概要）

２　ＤＯ（実施）

事業費

人員 正規職員

　 嘱託職員

　 人件費相当額

事業費・人件費の合計

３　ＣＨＥＣＫ（検証） →予算ベース

４　ＡＣＴＩＯＮ（取組）　
事務事業の方向性

備考（指標の算定方法など）22

878

数多くの機関との情報共有・交換を行い、保安確
保に向けた共通認識を持ちます。

備考（指標の算定方法など）

目標

実績

政策名

連絡先

960

21年度の実施内容
【及び22年度の実施予定】

千円

単位

コード

5-07-22-02
5安全な港

平成22年度　事務事業シート

人
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5

件

894

955

単位 目標

千円

決算ベース（Ｈ21は見込）←
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受益者負担の適正性

実施主体の妥当性

内容の妥当性

利用者などの
対象者ニーズ

成果の達成度

目的・水準の妥当性

19 20 21

877 858

873

単位

38

5

29 35

38

活動指標 21年度

委員会の出席団体
数

38

19 20

35

組合関与の必要性

情報共有の件数

成果指標

観点

基本施策名

22

02名古屋港保安委員会の開催

22保安対策を強化する

千円

人 0.11 0.10

17

個別施策名

実績

38

機関

目標 38単位

概要

目的

事務事業名

15

中間目標 24

5 15

0.10 0.10

38団体、全機関参加を要請していきます。

893

55 5

中間目標 24

実績 4

有 ・ 無

課題の有無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

80.0

達成率（％）

        　有          無

名古屋港保安委員会（ﾅｺﾞﾔﾊｰ
ﾊﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ）規約

平成16年度～継続

052-654-7813

港湾保安における関係行政機関及び関係機関等で構成する名古屋港保安委員会
(ﾅｺﾞﾔﾊｰﾊﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ）に委員全ての参加を要請します。

有 ・ 無

保安関係者の港湾関係事案に関する情報を相互に共有、交換し、共通認識のもと
で、事案発生時の対応を強化し、早期解決に努めます。

事業期間

根拠法令
・要綱等

実施義務

有 ・ 無

実績

80.0 80.0

単位 目標

連携担当課

維持 拡大

コスト

4

取組の方向性 （「継続」・「延伸」事業のみ）

成
果

07危機管理機能の強化

4

有 ・ 無

判断の理由

縮小
縮小

○維持

港湾関係事犯に関する各種情報を相互に共有、交換し、また協力して安全で安心な名古屋港づく
りを目指します。

港湾の保安について現組織を有効に使い、官民一体となった保安対
策を実行する必要があるため。

　　　　　今後の取組内容
　　　　　　・改善策
　　　　　　・スケジュールの建て直し等

現状の「見える化」

達成率（％）

責任者
総務部
危機管理室担当課長

平成21年12月9日（水）名古屋港保安委員会（ﾅｺﾞﾔﾊｰﾊﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸ）を開催しました。
名古屋港の保安強化についての情報交換
【内容】①国際テロ情勢について　②名古屋港における上陸審査の現状について　③新型インフルエンザについて　④制限
区域における保安向上について

拡大

・保安事案における対策・措置、また、その対応は、各機関との連携が必要です。

・情報共有・交換のテーマについて、各機関に対して消極的なところが見受けられま
す。

・諸外国の港湾保安レベルは、年々上がっているのが現状です。事務局としては、保
安対策への情報交換・共有の場を提供することによって、より高度な保安レベルの確
保を図かることができます。

その他特記事項

建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業 建設整備事業一般事務事業
計画化 事業化 事業 管理

事務事業の段階

継続

延伸

22年度で終了

休廃止

✔

✔

✔
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